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一
、
は
じ
め
に

一・一
　
本
研
究
の
目
的

北
海
道
方
言
の
研
究
で
は
、
言
語
の
構
造
面
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
は
多
く
見

ら
れ
、
共
通
語
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
、
言
語
の
運
用
面
に
焦
点
を
当
て
た
言
語
行
動
の
研
究
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、

十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
言
語

行
動
の
研
究
に
お
い
て
は
挨
拶
行
動
が
代
表
的
な
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
が
、北
海
道
で
は
そ
の
挨
拶
行
動
に
つ
い
て
も
研
究
が
遅
れ
て
い
る
。

買
物
場
面
に
お
け
る
挨
拶
行
動
の
地
域
差
を
扱
っ
た
篠
崎
・
小
林

（
一
九
九
七
）
に
よ
る
と
、
言
語
行
動
の
研
究
に
お
い
て
は
、
都
市
性
の
よ
う
な

社
会
的
地
域
差
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
全
国
レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く

市
町
村
単
位
の
よ
う
な
ミ
ク
ロ
な
地
域
差
を
扱
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

以
上
よ
り
、
本
研
究
で
は
、
北
海
道
、
と
り
わ
け
、
東
北
方
言
の
影
響
を
あ
ま

り
受
け
て
お
ら
ず
、
全
国
各
地
か
ら
の
移
住
者
に
よ
り
開
拓
さ
れ
た
北
海
道
内
陸

部
の
市
町
村
を
対
象
に
、
都
市
性
と
い
う
社
会
的
要
因
の
観
点
か
ら
挨
拶
行
動
の

地
域
差
を
明
ら
か
に
す
る
。

一・二
　
調
査
方
法

一・二・一
　
調
査
対
象
地
域

本
研
究
で
は
、
調
査
対
象
地
域
と
し
て
、
道
央
内
陸
部
の
六
地
域
を
取
り
上
げ

た
。
具
体
的
に
は
、
札
幌
市
（
都
市
性
が
高
い
地
域
）、
旭
川
市
（
都
市
性
が
中

程
度
の
地
域
）、
音
威
子
府
村
、
中
川
町
、
美
深
町
、
南
富
良
野
町
（
以
上
、
都

市
性
が
低
い
地
域
）
の
六
地
域
で
あ
る
。

都
市
性
の
程
度
を
測
定
す
る
際
に
は
、
総
人
口
、
人
口
密
度
、
人
口
増
減
率
、

昼
夜
間
人
口
比
率
、
産
業
の
種
別
就
業
者
の
割
合
、
各
種
施
設
数
（
学
校
数
、
病

院
数
、
図
書
館
数
、
公
民
館
数
の
総
数
）、
商
業
・
近
隣
商
業
地
域
面
積
、
大
都

市
圏
（
札
幌
市
）
ま
で
の
移
動
距
離
の
計
八
つ
の
尺
度
を
用
い
た
。
そ
し
て
、
道

央
内
陸
部
の
計
五
四
市
町
村
の
尺
度
の
数
値
を
総
合
的
に
比
較
し
、
都
市
性
の
程

度
別
に
六
地
域
を
選
出
し
た
。

一・二・二
　
調
査
対
象
者
と
調
査
場
面

調
査
法
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
用
い
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
調
査
対
象
者

は
、「
① 
現
在
当
該
地
域
に
住
ん
で
い
る
六
〇
歳
以
上
の
話
者
」「
② 

当
該
地
域

で
生
ま
れ
、
当
該
地
域
の
小
学
校
を
卒
業
し
た
者
」「
③ 

当
該
地
域
で
の
居
住
歴
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が
最
も
長
い
者
」
と
い
う
三
つ
の
基
準
の
う
ち
、
必
須
で
あ
る
①
に
加
え
、
②

か
③
の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
②
と
③
両
方
の
基
準
を
満
た
す
者
と
し
た
。

調
査
人
数
の
目
標
数
は
、
各
地
域
で
最
低
一
〇
〇
人
（
都
市
性
が
低
い
地
域
に
つ

い
て
は
、
四
地
域
の
合
計
が
一
〇
〇
人
）
の
計
三
〇
〇
人
で
あ
る
。
ま
た
、
調
査

場
面
と
し
て
、
一
日
の
流
れ
に
沿
っ
た
「
終
日
の
挨
拶
場
面
」
を
設
定
し
た
。
さ

ら
に
、
言
語
行
動
に
は
ウ
チ
・
ソ
ト
意
識
が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、

各
場
面
に
つ
い
て
、
挨
拶
の
相
手
が
「
ウ
チ
」
の
者
か
「
ソ
ト
」
の
者
か
で
分
類

し
た
。
で
は
、
以
下
に
終
日
の
挨
拶
場
面
の
概
略
を
示
す
。

【
終
日
の
挨
拶
場
面
】（
一
定
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
流
れ
に
沿
っ
て
質
問
）

①　

�

病
院
に
行
く
た
め
、
家
族
に
声
を
か
け
て
家
を
出
る
場
面
（
家
族
へ
の

外
出
時
の
挨
拶=

ウ
チ
）

②　

�

歩
い
て
い
る
途
中
で
、
近
所
の
人
が
庭
の
草
取
り
を
し
て
い
る
の
に
遭

遇
し
た
場
面
（
近
所
の
人
へ
の
声
掛
け
時
、
ま
た
は
労
を
ね
ぎ
ら
う
時

の
挨
拶=

ウ
チ
）

③　

�

病
院
に
行
く
前
に
、
近
所
の
家
に
寄
り
、
野
菜
を
お
す
そ
分
け
す
る
場

面
（
近
所
の
人
に
贈
り
物
を
渡
す
時
の
挨
拶=

ウ
チ
）

④　

�

病
院
へ
の
道
中
、
取
引
先
、
漁
協
・
農
協
の
人
な
ど
、
お
客
さ
ん
に
あ

た
る
人
に
遭
遇
し
、
以
前
食
事
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
際
の
お
礼
を
言
う

場
面
（
仕
事
相
手
へ
の
お
礼
の
挨
拶=

ソ
ト
）

⑤　

�

病
院
に
入
る
場
面
（
受
付
へ
の
来
院
時
の
挨
拶=

ソ
ト
）

⑥　

�

診
察
室
に
呼
ば
れ
、
入
室
す
る
場
面
（
先
生
や
看
護
師
へ
の
入
室
時
の

挨
拶=

ソ
ト
）

⑦　

�

診
察
が
終
わ
り
、
退
室
す
る
場
面
（
先
生
や
看
護
師
へ
の
退
室
時
の
挨

拶=

ソ
ト
）

⑧　

�

会
計
時
に
受
付
に
呼
ば
れ
た
場
面
（
受
付
へ
の
応
答
の
挨
拶=

ソ
ト
）

⑨　

�

会
計
が
終
了
し
、
病
院
を
出
る
場
面
（
受
付
へ
の
病
院
を
出
る
時
の
挨

拶=

ソ
ト
）

⑩　

�

帰
宅
場
面
（
家
族
へ
の
帰
宅
時
の
挨
拶=

ウ
チ
）

⑪　

�

最
近
東
京
か
ら
近
所
に
引
っ
越
し
て
来
た
人
が
挨
拶
に
訪
れ
た
の
で
、

自
己
紹
介
す
る
場
面
（
他
地
域
か
ら
来
た
人
へ
の
自
己
紹
介
の
挨
拶=

ソ
ト
）

二
、
分
析
の
観
点
と
し
て
の
言
語
的
発
想
法

本
研
究
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
有
効
回
答
を
得
て
い
る
札
幌
市
の
話
者

一
〇
〇
名
、
旭
川
市
の
話
者
一
二
七
名
、
音
威
子
府
村
（
七
名
）・
中
川
町
（
四
一

名
）・
美
深
町
（
二
八
名
）・
南
富
良
野
町
（
四
三
名
）
の
話
者
一
一
九
名
の
結
果

を
分
析
す
る
。
分
析
に
際
し
て
は
、
言
語
行
動
の
特
徴
を
測
る
た
め
の
指
標
と
し

て
、
小
林
・
澤
村
（
二
〇
〇
九
）
が
提
示
し
た
七
つ
の
言
語
的
発
想
法
の
う
ち
、

「
言
語
化
」
お
よ
び
「
定
型
化
」
と
い
う
二
つ
の
発
想
法
を
用
い
る
。
言
語
的
発

想
法
と
は
、
言
語
に
対
す
る
規
範
意
識
や
言
葉
遣
い
の
あ
る
種
の
好
み
の
よ
う
な

も
の
で
あ
り
、
物
事
を
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
か
と
い
う
、
そ
も
そ
も
の
考
え
方

の
こ
と
で
あ
る
（
小
林
・
澤
村�

二
〇
〇
九
）。
小
林
・
澤
村
（
二
〇
〇
九
）
で
は
、

挨
拶
場
面
に
お
け
る
、
種
々
の
言
語
的
発
想
法
の
地
域
差
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て

い
る
た
め
、
本
研
究
で
も
上
記
概
念
を
取
り
入
れ
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
本
調

二



査
で
得
ら
れ
た
回
答
を
見
た
際
に
、
特
に
上
記
「
言
語
化
」
お
よ
び
「
定
型
化
」

と
い
う
発
想
法
と
関
連
が
深
い
と
考
え
た
た
め
、
本
研
究
で
は
、
上
記
二
つ
の
発

想
法
を
取
り
上
げ
る
。

以
下
に
、
本
研
究
で
取
り
上
げ
る
二
つ
の
発
想
法
の
定
義
を
示
す
。

【
言
語
化
】

�

口
に
出
し
て
物
を
言
う
こ
と
で
、
相
手
に
対
し
て
何
ら
か
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
よ
う
と
す
る
か
否
か
、
す
な
わ
ち
、
言
葉
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
積
極
的
で
あ
る
か
消
極
的
で
あ
る
か
、
と
い
う
姿
勢
の
違
い
。

【
定
型
化
】

�

場
面
に
応
じ
て
何
ら
か
の
決
ま
っ
た
言
い
方
を
定
め
よ
う
と
す
る
か
否
か
、
ま

た
、
そ
の
よ
う
な
一
定
の
表
現
を
社
会
の
約
束
事
と
し
て
守
ろ
う
と
す
る
か
ど

う
か
、
と
い
う
姿
勢
の
違
い
。

�

（
小
林
・
澤
村
二
〇
〇
九
、一
四
六
～
一
四
七
頁
）

で
は
、
前
述
の
二
つ
の
言
語
的
発
想
法
の
測
定
方
法
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
以

下
に
、
本
研
究
で
取
り
上
げ
る
「
言
語
化
」
お
よ
び
「
定
型
化
」
の
二
つ
の
発
想

法
に
つ
い
て
、
そ
の
測
定
方
法
を
示
す
。

【
言
語
的
発
想
法
の
測
定
方
法
】

「
言
語
化
」：

本
研
究
で
は
、
そ
も
そ
も
発
話
を
行
わ
な
い
場
合
も
考
慮
し
、
発
話
を
行
わ
な

い
（
以
下
「
発
話
な
し
」
と
呼
ぶ
）
数
量
を
測
定
す
る
。
さ
ら
に
、
発
話
が
見
ら

れ
た
場
合
に
は
、
一
つ
の
意
味
の
ま
と
ま
り
で
あ
る
句
単
位
で
発
話
内
の
要
素

（
以
下
「
発
話
要
素
」
と
呼
ぶ
）
を
抽
出
し
、
そ
の
発
話
要
素
の
数
量
を
計
測
す
る
。

例
え
ば
、

　

�「
こ
ん
に
ち
は
。
い
つ
も
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
先
日
は
食
事
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

と
い
う
発
話
か
ら
は
、

　

�「
こ
ん
に
ち
は
」「
い
つ
も
お
世
話
に
な
り
」「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
ま
た
、
先
日
は
食
事
を
い
た
だ
き
」「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

の
五
要
素
が
取
り
出
せ
る
。
以
上
よ
り
、
発
話
を
行
わ
な
い
数
量
が
少
な
く
、

発
話
内
に
出
現
す
る
発
話
要
素
の
数
量
が
多
い
ほ
ど
「
言
語
化
」
の
程
度
が
高
い

と
判
断
す
る
。
な
お
、
発
話
要
素
の
数
え
方
に
つ
い
て
は
、
一
つ
の
回
答
の
中
に

同
じ
発
話
要
素
が
複
数
見
ら
れ
た
場
合
で
も
、
全
て
の
発
話
要
素
を
数
量
に
計
上

す
る
こ
と
と
し
た
。

「
定
型
化
」：

本
研
究
で
は
、
各
挨
拶
場
面
に
お
け
る
定
型
表
現
を
設
定
し
、
そ
れ
ら
の
出
現

個
数
を
「
定
型
化
」
度
合
い
の
基
準
と
し
た
。
本
研
究
に
お
け
る
定
型
表
現
と
は
、

共
通
語
的
な
観
点
に
お
い
て
、
各
場
面
で
最
も
用
い
ら
れ
や
す
い
表
現
の
こ
と
で

あ
り
、「
こ
ん
に
ち
は
」「
行
っ
て
き
ま
す
」
の
よ
う
に
、
語
の
実
質
的
な
意
味
が

ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
い
る
表
現
の
こ
と
を
指
す
。
こ
れ
は
、
日
中
の
出
会
い
の
挨

拶
表
現
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
中
西
（
二
〇
一
四
）
の
定
義
と
同
様
の
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
本
研
究
で
は
、
実
質
的
な
意
味
を
表
す
表
現
で
あ
っ
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て
も
、
決
ま
り
文
句
的
（
慣
用
的
）
に
用
い
ら
れ
て
い
る
表
現
（
自
己
紹
介
の
際

に
「
〇
〇
で
す
」
と
名
乗
る
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
定
型
表
現
に
含
め
る
こ
と
と

し
た
。
以
上
よ
り
、
定
型
表
現
の
数
が
多
い
ほ
ど
「
定
型
化
」
の
程
度
が
高
い
と

判
断
す
る
。
な
お
、
分
析
に
際
し
て
は
、
あ
く
ま
で
も
発
話
内
容
の
「
定
型
化
」

を
見
る
た
め
、
発
話
を
行
わ
な
い
と
い
う
回
答
に
つ
い
て
は
、
有
効
回
答
数
に
含

め
な
か
っ
た
。
ま
た
、
定
型
表
現
の
数
え
方
に
つ
い
て
は
、
一
つ
の
回
答
の
中
に

同
じ
定
型
表
現
が
複
数
見
ら
れ
た
場
合
で
も
、
全
て
の
定
型
表
現
を
数
量
に
計
上

し
た
。三

、「
言
語
化
」
の
観
点
か
ら
の
分
析

三・一
　
各
地
域
の
総
合
的
な
「
言
語
化
」
度
合
い
の
比
較

ま
ず
、小
林
・
澤
村
（
二
〇
〇
九
）
が
示
す
言
語
的
発
想
法
の
う
ち
、「
言
語
化
」

の
観
点
か
ら
の
分
析
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
で
は
、
表
１
に
、
都
市
性
の
異
な
る

各
地
域
に
お
け
る
、
挨
拶
場
面
ご
と
の
「
発
話
な
し
」
の
数
量
お
よ
び
発
話
要
素

の
数
量
を
示
す
。
ま
た
、
表
１
に
記
載
の
出
現
割
合
に
つ
い
て
、
図
１
に
「
発
話

な
し
」
の
出
現
割
合
、
図
２
に
発
話
要
素
の
出
現
割
合
を
棒
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の

を
示
す
。
な
お
、
表
中
の
「
〇
／
〇
」
は
「
総
数
量
／
有
効
回
答
数
」
を
表
し
て

い
る
。
ま
た
、
図
表
に
お
け
る
割
合
の
数
値
に
つ
い
て
は
、
小
数
点
第
二
位
を
四

捨
五
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
表
１
お
よ
び
図
１
に
お
け
る
各
地
域
の
「
発
話
な
し
」
の
総
合
計
数
を

比
較
す
る
と
、
い
ず
れ
の
地
域
も
「
発
話
な
し
」
の
割
合
は
一
〇
%
台
に
留
ま
っ

て
お
り
、
口
に
出
し
て
挨
拶
を
行
わ
な
い
話
者
は
少
数
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
で
も
、
地
域
ご
と
の
総
合
計
数
に
差
は
見
ら
れ
、
音
威
子
府
村
・
中
川
町
・

美
深
町
・
南
富
良
野
町
、
旭
川
市
、
札
幌
市
の
順
に
「
発
話
な
し
」
の
数
量
が
多

い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
は
、
都
市
性
が
低
い
地
域
ほ
ど
、
口
に
出
し
て
挨

拶
を
行
わ
な
い
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
場
面
別
に
見

る
と
、
そ
の
傾
向
は
、
特
に
家
族
や
近
所
の
人
と
い
っ
た
「
ウ
チ
」
の
者
に
対
す

る
私
的
な
挨
拶
場
面
、
特
に
、
①
家
族
へ
の
外
出
時
の
挨
拶
、
②
近
所
の
人
へ

の
声
掛
け
の
挨
拶
、
⑩
家
族
へ
の
帰
宅
時
の
挨
拶
に
お
い
て
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

一
方
、
表
１
お
よ
び
図
２
に
お
け
る
各
地
域
の
発
話
要
素
の
総
合
計
数
を
見
る

と
、「
発
話
な
し
」
と
正
反
対
の
結
果
と
な
り
、札
幌
市
、旭
川
市
、音
威
子
府
村
・

中
川
町
・
美
深
町
・
南
富
良
野
町
の
順
で
発
話
量
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

は
、
都
市
性
が
高
い
地
域
ほ
ど
、
口
に
出
し
て
、
多
く
の
内
容
が
含
ま
れ
た
長
い

挨
拶
を
行
う
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
結
果
は
、
札
幌
市
の
よ

う
な
都
市
性
が
高
い
地
域
ほ
ど
「
言
語
化
」
の
程
度
が
高
く
、
音
威
子
府
村
・
中

川
町
・
美
深
町
・
南
富
良
野
町
の
よ
う
な
都
市
性
が
低
い
地
域
ほ
ど
「
言
語
化
」

の
程
度
が
低
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。

明
治
期
の
本
格
的
な
開
拓
開
始
時
の
北
海
道
は
、
地
理
的
条
件
も
あ
り
、
他
地

域
か
ら
の
人
の
流
入
が
少
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い

て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
顔
馴
染
み
の
者
同
士
の
や
り
取
り
が
中
心
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
挨
拶
を
行
わ
な
い
、
あ
る
い
は
、
挨
拶
を
行
っ
て
も
必
要
最

低
限
の
挨
拶
し
か
行
わ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
生
じ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ

の
後
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ
、
域
内
の
交
通
や
北
海
道
と
他
地
域
を
結
ぶ
交
通
が

発
達
し
た
こ
と
に
よ
り
、北
海
道
内
陸
部
に
お
い
て
も
、人
の
流
れ
が
活
発
に
な
っ

た
と
言
え
る
。
そ
の
結
果
、
今
ま
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
者
と
の
や
り
取
り
が
中
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表1.　各地域における挨拶場面ごとの「発話なし」の数量および発話要素の数量

五

北
海
道
の
挨
拶
行
動
の
地
域
差

─
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心
で
あ
っ
た
道
内
各
地
域
の
居
住
者
は
、
他
地
域
の
者
と
も
交
流
し
、
良
好
な
人

間
関
係
を
築
く
必
要
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
は
、
口
に
出
し
て
念

入
り
に
挨
拶
を
行
い
、
誠
意
や
社
交
性
を
示
す
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
北
海
道
の
「
言
語
化
」
の
変
遷
を
考
え
る
と
、
北

海
道
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
挨
拶
を
行
わ
な
い
状
態
か
ら
口
に
出
し
て
挨
拶
を
行

う
状
態
へ
の
変
化
が
生
じ
、
そ
の
後
、
挨
拶
を
念
入
り
に
行
う
状
態
へ
の
変
化
が

生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
前
提
を
本
研
究
の
結
果
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、

ま
ず
、
口
に
出
し
て
挨
拶
を
行
う
と
い
う
変
化
に
お
い
て
は
、
都
市
性
の
差
に
関

わ
ら
ず
、
北
海
道
内
陸
部
の
い
ず
れ
の
地
域
で
も
、
挨
拶
を
行
う
方
向
で
変
化
が

お
お
む
ね
完
了
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、場
面
別
に
見
る
と
、

公
的
な
場
面
に
対
し
、
私
的
な
挨
拶
場
面
に
お
い
て
は
、
都
市
性
が
低
い
地
域
ほ

ど
、
そ
の
変
化
に
遅
れ
が
見
ら
れ
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
変
化
に
続
く
、

口
に
出
し
て
挨
拶
を
念
入
り
に
行
う
と
い
う
変
化
に
つ
い
て
は
、
都
市
性
が
高
い

地
域
ほ
ど
、
こ
の
変
化
が
進
ん
で
お
り
、
都
市
性
が
低
い
地
域
ほ
ど
、
そ
の
変
化

は
遅
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

三・二
　
各
地
域
の
挨
拶
場
面
ご
と
の
「
言
語
化
」
度
合
い
の
比
較

で
は
、
こ
こ
か
ら
は
、
い
く
つ
か
の
特
徴
的
な
傾
向
が
見
ら
れ
た
場
面
を
取

り
上
げ
て
、
分
析
を
行
う
。
ま
ず
、
家
族
に
対
す
る
私
的
な
挨
拶
場
面
（
①
家

族
へ
の
外
出
時
の
挨
拶
、
⑩
家
族
へ
の
帰
宅
時
の
挨
拶
）
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

表
１
や
図
２
を
見
る
と
、
こ
の
二
場
面
は
、
ど
ち
ら
も
札
幌
市
、
旭
川
市
、
音
威

子
府
村
・
中
川
町
・
美
深
町
・
南
富
良
野
町
の
順
で
発
話
要
素
の
数
量
が
多
く
、

各
地
域
の
全
体
的
な
傾
向
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
に
、
上
記
二
場
面

に
お
け
る
、
各
地
域
の
特
徴
的
な
回
答
例
を
示
す
。

⑴　

①　

家
族
へ
の
外
出
時
の
挨
拶
（
札
幌
市
）：

　
　

�「
～
へ
行
っ
て
来
ま
す
ⅰ
。
帰
り
は
～
時
頃
に
な
る
と
思
い
ま
す
ⅱ
。
留
守

を
よ
ろ
し
く
ⅲ
。」

⑵　

①　

家
族
へ
の
外
出
時
の
挨
拶
（
旭
川
市
）：

図1：各地域の挨拶場面ごとの「発話なし」数量の出現割合

図2：各地域の挨拶場面ごとの発話要素の出現割合
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「
病
院
に
行
っ
て
来
る
ね
ⅰ
。」

⑶　

①　
�

家
族
へ
の
外
出
時
の
挨
拶
（
音
威
子
府
村
・
中
川
町
・
美
深
町
・
南

富
良
野
町
）：

　
　
「
ち
ょ
っ
と
行
っ
て
く
る
か
ら
ⅰ
。」

⑷　

⑩　

家
族
へ
の
帰
宅
時
の
挨
拶
（
札
幌
市
）：

　
　

�「
た
だ
い
ま
ⅰ
。
病
院
は
親
切
だ
っ
た
し
ⅱ
、
大
丈
夫
だ
っ
た
の
で
ⅲ
安
心

し
た
ⅳ
。」

⑸　

⑩　

家
族
へ
の
帰
宅
時
の
挨
拶
（
旭
川
市
）：

　
　
「
た
だ
い
ま
ⅰ
。
今
帰
り
ま
し
た
ⅱ
。」

⑹　

⑩　

�

家
族
へ
の
帰
宅
時
の
挨
拶
（
音
威
子
府
村
・
中
川
町
・
美
深
町
・
南

富
良
野
町
）：

　
　
「
た
だ
い
ま
ⅰ
。」

※�

ロ
ー
マ
数
字
は
、
発
話
要
素
を
一
要
素
ご
と
に
区
切
っ
た
も
の
で
あ
る
。
以

降
の
例
も
同
様
。

上
記
回
答
例
を
見
る
と
、
都
市
性
が
高
い
札
幌
市
で
は
、
⑴
で
「
行
っ
て
来
ま

す
」
と
い
う
共
通
語
的
な
最
低
限
の
挨
拶
に
加
え
、
行
き
先
や
帰
宅
時
間
の
情
報
、

留
守
を
頼
む
旨
の
伝
達
も
述
べ
て
お
り
、
発
話
要
素
の
総
数
量
は
三
要
素
と
多
く

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
都
市
性
が
中
程
度
の
旭
川
市
で
は
、
⑵
で
行
き
先

の
み
、
都
市
性
が
低
い
音
威
子
府
村
・
中
川
町
・
美
深
町
・
南
富
良
野
町
で
は
、

⑶
で
行
き
先
も
伝
え
ず
出
か
け
る
旨
の
み
を
伝
え
て
お
り
、
い
ず
れ
の
発
話
要
素

の
数
量
も
一
要
素
と
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
⑩
家
族
へ
の
帰
宅
時
の
挨
拶
で
も
同
様
で
あ
り
、
都
市
性
が
高
い

札
幌
市
で
は
、
⑷
の
よ
う
に
「
た
だ
い
ま
」
と
い
う
帰
宅
時
の
最
も
共
通
語
的
な

挨
拶
に
加
え
、病
院
の
様
子
や
受
診
後
の
自
身
の
心
情
な
ど
も
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

発
話
要
素
の
総
数
量
も
四
要
素
と
多
い
。
一
方
、
都
市
性
が
中
程
度
の
旭
川
市
や

都
市
性
が
低
い
音
威
子
府
村
・
中
川
町
・
美
深
町
・
南
富
良
野
町
で
は
、
⑸�

⑹

に
お
い
て
、「
た
だ
い
ま
」
や
「
今
帰
り
ま
し
た
」
と
い
っ
た
自
身
の
帰
宅
を
知

ら
せ
る
旨
の
み
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
発
話
量
も
旭
川
市
が
二
発
話
、
音
威
子
府

村
・
中
川
町
・
美
深
町
・
南
富
良
野
町
が
一
発
話
と
少
な
い
。

こ
の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、都
市
性
が
高
い
札
幌
市
の
方
が
、

非
都
市
部
に
比
べ
、
交
友
関
係
の
幅
や
そ
れ
に
伴
う
行
き
先
の
幅
も
広
い
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
札
幌
市
で
は
、
外
出
時
や
帰
宅
時
に
行
き
先
や
出
か

け
た
先
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
の
詳
細
を
述
べ
な
け
れ
ば
、
家
に
い
る
家
族
は
、
話

者
の
動
向
を
把
握
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
都

市
性
が
低
い
音
威
子
府
村
・
中
川
町
・
美
深
町
・
南
富
良
野
町
の
よ
う
な
地
域
で

は
、
地
域
の
狭
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
の
交
友
関
係
が
中
心
で
あ
る
た
め
、
簡
素

な
表
現
の
み
で
も
、
家
に
い
る
家
族
は
、
話
者
の
動
向
を
す
ぐ
に
理
解
で
き
る
の

で
あ
ろ
う
。

続
い
て
、
公
的
な
挨
拶
場
面
で
あ
る
⑪
他
地
域
か
ら
来
た
人
へ
の
自
己
紹
介

の
挨
拶
を
取
り
上
げ
る
。
本
場
面
に
お
い
て
も
、
表
１
や
図
２
が
示
す
通
り
、
札

幌
市
、
旭
川
市
、
音
威
子
府
村
・
中
川
町
・
美
深
町
・
南
富
良
野
町
の
順
に
発
話

要
素
の
数
量
が
多
く
、
各
地
域
の
全
体
的
な
傾
向
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

で
は
、
以
下
に
、
⑪
他
地
域
か
ら
来
た
人
へ
の
自
己
紹
介
の
挨
拶
に
お
け
る
、

各
地
域
の
特
徴
的
な
回
答
例
を
示
す
。

七

北
海
道
の
挨
拶
行
動
の
地
域
差
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⑺　

⑪　

他
地
域
か
ら
来
た
人
へ
の
自
己
紹
介
（
札
幌
市
）：

　
　

�「
ご
丁
寧
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
ⅰ
！　

〇
〇
と
言
い
ま
す
ⅱ
。
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
ね
ⅲ
。
何
か
困
っ
た
り
し
た
ら
ⅳ
、
い
つ
で
も
気
軽
に

声
か
け
て
下
さ
い
ね
ⅴ
。」

⑻　

⑪　

他
地
域
か
ら
来
た
人
へ
の
自
己
紹
介
（
旭
川
市
）：

　
　

�「
ご
丁
寧
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
ⅰ
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ⅱ
。」

⑼　

⑪　

�

他
地
域
か
ら
来
た
人
へ
の
自
己
紹
介
（
音
威
子
府
村
・
中
川
町
・
美

深
町
・
南
富
良
野
町
）：

　
　

�「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
ⅰ
。」

ま
ず
、
都
市
性
が
高
い
札
幌
市
で
は
、
⑺
に
お
い
て
、「
ご
丁
寧
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」「
〇
〇
と
言
い
ま
す
」「
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね
」
と
い
っ
た

共
通
語
的
な
挨
拶
に
加
え
、「
何
か
困
っ
た
り
し
た
ら
、
い
つ
で
も
気
軽
に
声
掛

け
て
下
さ
い
ね
」
と
相
手
を
気
遣
う
表
現
も
見
ら
れ
、
発
話
要
素
の
総
数
量
は
五

要
素
と
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
都
市
性
が
中
程
度
の
旭
川
市
で
は
、

⑻
に
お
い
て
、「
ご
丁
寧
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
い
う
共
通
語
的
な
挨
拶
の
み
が
二
要
素
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

都
市
性
が
低
い
音
威
子
府
村
・
中
川
町
・
美
深
町
・
南
富
良
野
町
に
お
い
て
は
、

⑼
で
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
い
う
最
低
限
の
挨
拶
を
一
要
素
述
べ
る
だ

け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
札
幌
市
の
よ
う
な
都
市
部
ほ
ど
「
言
語
化
」
の
程
度
が
高
い
挨

拶
が
見
ら
れ
た
要
因
と
し
て
は
、
他
地
域
か
ら
の
人
の
流
入
が
多
く
、
そ
う
し
た

人
達
と
接
す
る
機
会
も
多
い
と
い
う
大
都
市
特
有
の
社
会
構
造
が
関
係
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
構
造
に
お
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
外
で
あ

る
他
地
域
か
ら
来
た
人
を
受
け
入
れ
、
そ
う
し
た
人
達
と
も
良
好
な
人
間
関
係
を

構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
結
果
、
札
幌
市
の
話
者
は
、
多

く
の
内
容
を
含
ん
だ
長
い
挨
拶
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
社
交
性
を
示
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
音
威
子
府
村
・
中
川
町
・
美
深
町
・
南
富
良
野
町

の
よ
う
な
非
都
市
部
で
は
、
他
地
域
か
ら
の
人
の
流
入
が
少
な
い
た
め
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
外
の
人
と
の
人
間
関
係
の
構
築
と
い
う
の
は
そ
こ
ま
で
重
視
さ
れ
て
い
な

い
と
言
え
る
。
そ
の
結
果
、
他
地
域
か
ら
来
た
人
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
特
別
な
気

遣
い
を
す
る
の
で
は
な
く
、
家
族
や
近
所
の
人
と
い
っ
た
「
ウ
チ
」
の
者
に
対
し

て
行
う
よ
う
な
必
要
最
低
限
の
挨
拶
で
済
ま
せ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
挨
拶
場
面
ご
と
に
各
地
域
の
発
話
量
を
比
較
す
る
と
、
場
面

に
よ
り
多
少
の
差
異
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
お
お
む
ね
場
面
の
性
質
の
違
い
に
関

わ
ら
ず
、
全
体
的
な
傾
向
同
様
、
札
幌
市
、
旭
川
市
、
音
威
子
府
村
・
中
川
町
・

美
深
町
・
南
富
良
野
町
の
順
で
発
話
要
素
の
数
量
が
多
い
と
い
う
結
果
に
な
っ

た
。
こ
の
結
果
は
、
札
幌
市
の
よ
う
な
都
市
性
が
高
い
地
域
に
お
い
て
も
、
音
威

子
府
村
・
中
川
町
・
美
深
町
・
南
富
良
野
町
の
よ
う
な
都
市
性
が
低
い
地
域
に
お

い
て
も
、
挨
拶
を
行
う
相
手
の
「
ウ
チ
」「
ソ
ト
」
の
別
で
話
す
量
を
調
整
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
前
述
の
通
り
、
都
市
部
で
あ
る

札
幌
市
に
お
い
て
は
、「
ソ
ト
」
の
者
と
接
す
る
機
会
が
多
い
た
め
、
こ
う
し
た

「
ソ
ト
」
の
者
に
向
け
た
「
言
語
化
」
の
程
度
が
高
い
挨
拶
が
発
達
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
逆
に
、
非
都
市
部
で
あ
る
音
威
子
府
村
・
中
川
町
・
美
深
町
・
南
富
良

野
町
に
お
い
て
は
、
狭
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
「
ウ
チ
」
の
者
と
の
や
り
取
り
が

主
と
な
る
た
め
、
こ
う
し
た
「
ウ
チ
」
の
者
に
向
け
た
「
言
語
化
」
の
程
度
が
低

八



い
挨
拶
が
発
達
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、 「
定
型
化
」
の
観
点
か
ら
の
分
析

四・一
　
各
地
域
の
総
合
的
な
「
定
型
化
」
度
合
い
の
比
較

こ
こ
か
ら
は
、
小
林
・
澤
村
（
二
〇
〇
九
）
が
示
す
言
語
的
発
想
法
の
う
ち
、

「
定
型
化
」
の
観
点
か
ら
各
地
域
の
挨
拶
表
現
を
分
析
し
た
い
。
以
下
に
、
本
研

究
で
定
め
る
挨
拶
場
面
ご
と
の
具
体
的
な
定
型
表
現
を
示
す
。

【
各
挨
拶
場
面
に
お
け
る
定
型
表
現
】

［
場
面
①　

家
族
へ
の
外
出
時
の
挨
拶
］：�「
行
っ
て
き
ま
す
」

［
場
面
②　

近
所
の
人
へ
の
声
掛
け
の
挨
拶
］：�「
こ
ん
に
ち
は
」

［
場
面
③　

近
所
の
人
に
贈
り
物
を
渡
す
時
の
挨
拶
］：

　
　
　
　

���「
ど
う
ぞ
」「
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
」

［
場
面
④　

仕
事
相
手
へ
の
お
礼
の
挨
拶
］：

　
　
　
　

���「
ご
馳
走
様
で
し
た
」「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

［
場
面
⑤　

病
院
受
付
で
の
来
院
時
の
挨
拶
］：

　
　
　
　

����「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」「
こ
ん
に
ち
は
」

［
場
面
⑥　

先
生
や
看
護
師
へ
の
診
察
室
入
室
時
の
挨
拶
］：

　
　
　
　

���「
失
礼
し
ま
す
」「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」「
こ
ん
に
ち
は
」

［
場
面
⑦　

先
生
や
看
護
師
へ
の
診
察
室
退
室
時
の
挨
拶
］：

　
　
　
　

���「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」「
失
礼
し
ま
す
」

［
場
面
⑧　

受
付
へ
の
会
計
に
呼
ば
れ
た
時
の
挨
拶
］：

　
　
　
　

���「
は
い
」「
○
○
で
す
（
名
乗
る
）」「
お
願
い
し
ま
す
」「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

［
場
面
⑨　

受
付
へ
の
病
院
を
出
る
時
の
挨
拶
］：

　
　
　
　

���「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」「
失
礼
し
ま
す
」

［
場
面
⑩　

家
族
へ
の
帰
宅
時
の
挨
拶
］：�「
た
だ
い
ま
」

［
場
面
⑪　

他
地
域
か
ら
来
た
人
へ
の
自
己
紹
介
の
挨
拶
］：

　
　
　
　

���「（
相
手
の
挨
拶
に
対
し
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
○
○
で

す
（
名
乗
る
）」「
初
め
ま
し
て
」「（
こ
ち
ら
こ
そ
）
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」

以
上
を
受
け
、
都
市
性
の
異
な
る
各
地
域
に
お
け
る
、
挨
拶
場
面
ご
と
の
定
型

表
現
の
出
現
個
数
を
表
２
に
示
す
。
ま
た
、表
２
に
記
載
の
出
現
割
合
に
つ
い
て
、

図
３
に
棒
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
を
示
す
。
な
お
、
表
中
の
「
〇
／
〇
」
は
「
総
数

量
／
有
効
回
答
数
」
を
表
し
て
お
り
、
図
表
に
お
け
る
割
合
の
数
値
に
つ
い
て
は
、

小
数
点
第
二
位
を
四
捨
五
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
表
２
お
よ
び
図
３
か
ら
各
地
域
に
お
け
る
定
型
表
現
の
総
合
計
数
を
比

べ
る
と
、
顕
著
な
差
で
は
な
い
も
の
の
、
都
市
性
が
中
程
度
の
旭
川
市
、
都
市
性

が
高
い
札
幌
市
、
都
市
性
が
低
い
音
威
子
府
村
・
中
川
町
・
美
深
町
・
南
富
良
野

町
の
順
で
定
型
表
現
の
数
量
が
多
か
っ
た
。
と
は
言
え
、
旭
川
市
と
札
幌
市
の
数

量
は
ほ
ぼ
同
程
度
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
二
地
域
と
音
威
子
府
村
・
中
川
町
・
美
深

町
・
南
富
良
野
町
の
間
に
差
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
総
合
計
の
割
合
を
見
る
と
、

い
ず
れ
の
地
域
に
お
い
て
も
、
六
〇
%
～
七
〇
%
台
と
い
う
高
い
割
合
で
定
型
表

現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
よ
り
、
現
在
の
北
海
道
内
陸
部
で

九

北
海
道
の
挨
拶
行
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域
差
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表2.　各地域における挨拶場面ごとの定型表現の数量

一
〇



は
、
札
幌
市
や
旭
川
市
と
い
っ
た
都

市
的
な
性
格
が
強
い
地
域
ほ
ど
、
共

通
語
的
な
定
型
表
現
を
挨
拶
に
用
い

る
と
い
う
変
化
が
進
ん
で
い
る
と
言

え
る
が
、
そ
の
変
化
自
体
は
非
都
市

部
に
お
い
て
も
相
当
進
ん
で
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
都
市
性

の
違
い
に
よ
る
差
は
見
ら
れ
る
も
の

の
、
い
ず
れ
の
地
域
に
お
い
て
も
、

「
定
型
化
」
の
度
合
い
が
高
い
挨
拶

が
定
着
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
伺
え

る
。

四・
二
　
各
地
域
の
挨
拶
場
面
ご

と
の
「
定
型
化
」
度
合
い
の
比
較

次
に
、
挨
拶
場
面
ご
と
の
定
型
表

現
の
数
量
に
着
目
す
る
と
、
私
的
な
場
面
か
公
的
な
場
面
か
と
言
う
場
面
の
性
質

の
違
い
に
よ
り
、
定
型
表
現
の
数
量
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
表
２
や
図
３
を
見
る

と
、
私
的
な
挨
拶
場
面
で
あ
る
全
四
場
面
（
①
家
族
へ
の
外
出
時
の
挨
拶
、
②

近
所
の
人
へ
の
声
掛
け
の
挨
拶
、
③
近
所
の
人
に
贈
り
物
を
渡
す
時
の
挨
拶
、

⑩
家
族
へ
の
帰
宅
時
の
挨
拶
）
の
う
ち
、
⑩
家
族
へ
の
帰
宅
時
の
挨
拶
を
除
く

三
場
面
に
お
い
て
、
い
ず
れ
の
地
域
で
も
定
型
表
現
の
出
現
割
合
は
五
〇
%
以
下

と
少
な
い
。
ま
た
、
①
家
族
へ
の
外
出
時
の
挨
拶
の
み
、
都
市
性
が
低
い
地
域

ほ
ど
定
型
表
現
が
多
く
見
ら
れ
、全
体
の
傾
向
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、「
言
語
化
」
の
項
で
も
述
べ
た
が
、
札
幌
市
で
は
上
記
場
面
に
お
い
て
、

「
行
っ
て
き
ま
す
」
と
い
う
定
型
表
現
よ
り
も
、「
～
に
行
っ
て
き
ま
す
」
と
具
体

的
な
行
き
先
の
情
報
を
付
加
す
る
実
質
的
表
現
の
方
を
多
く
用
い
て
い
る
た
め
で

あ
ろ
う
。

公
的
な
場
面
に
つ
い
て
は
、
全
七
場
面
（
④
仕
事
相
手
へ
の
お
礼
の
挨
拶
、

⑤
病
院
受
付
で
の
来
院
時
の
挨
拶
、
⑥
先
生
や
看
護
師
へ
の
診
察
室
入
室
時
の

挨
拶
、
⑦
先
生
や
看
護
師
へ
の
診
察
室
退
室
時
、
⑧
受
付
へ
の
会
計
に
呼
ば
れ

た
時
の
挨
拶
、
⑨
受
付
へ
の
病
院
を
出
る
時
の
挨
拶
、
⑪
他
地
域
か
ら
来
た
人

へ
の
自
己
紹
介
の
挨
拶
）
の
う
ち
、
⑤
病
院
受
付
で
の
来
院
時
の
挨
拶
を
除
く

六
場
面
に
お
い
て
、
い
ず
れ
の
地
域
で
も
定
型
表
現
の
出
現
割
合
が
五
〇
%
を
上

回
っ
て
い
る
。
以
上
よ
り
、
現
在
の
北
海
道
内
陸
部
に
お
い
て
は
、
地
域
に
よ
る

程
度
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
私
的
な
場
面
よ
り
も
、
改
ま
っ
た
場
面
で
定
型
表
現
が

多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
場
面
に
よ
る
ス
タ
イ
ル
の
使

い
分
け
が
比
較
的
明
確
に
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
傾
向
か
ら
も
、
北
海
道
の
言
語

が
共
通
語
的
な
方
向
へ
向
か
っ
て
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

で
は
、「
言
語
化
」
の
分
析
同
様
、
挨
拶
場
面
の
性
質
別
に
各
地
域
の
回
答
の

分
析
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
私
的
な
挨
拶
場
面
で
あ
る
③
近
所
の
人
に

贈
り
物
を
渡
す
挨
拶
を
取
り
上
げ
る
と
、
表
２
や
図
３
が
示
す
通
り
、
都
市
性
が

高
い
札
幌
市
、
都
市
性
が
中
程
度
の
旭
川
市
、
都
市
性
が
低
い
音
威
子
府
村
・
中

川
町
・
美
深
町
・
南
富
良
野
町
の
順
で
定
型
表
現
の
数
量
が
多
か
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
の
出
現
割
合
は
い
ず
れ
の
地
域
で
も
七
%
～
一
四
%
台
と
非
常
に
低

く
、
定
型
表
現
が
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
に
、
上

図3：各地域の挨拶場面別の定型表現の出現割合
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ら
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記
挨
拶
場
面
に
お
け
る
、
各
地
域
の
特
徴
的
な
回
答
例
を
示
し
た
い
。

⑽　

③　

近
所
の
人
に
贈
り
物
を
渡
す
時
の
挨
拶
（
札
幌
市
）：

　
　

�「
一
人
暮
ら
し
で
食
べ
切
れ
な
い
の
で
頂
き
も
の
で
す
が
、
手
伝
っ
て
下

さ
い
。」

⑾　

③　

近
所
の
人
に
贈
り
物
を
渡
す
時
の
挨
拶
（
旭
川
市
）：

　
　

�「
家
で
と
れ
た
野
菜
で
す
。
い
か
っ
た
ら
食
べ
て
…
。」

⑿　

③　

�

近
所
の
人
に
贈
り
物
を
渡
す
時
の
挨
拶
（
音
威
子
府
村
・
中
川
町
・

美
深
町
・
南
富
良
野
町
）：

　
　

�「
も
ら
っ
た
か
ら
食
べ
て
ち
ょ
う
だ
い
。」

※
上
記
挨
拶
場
面
の
定
型
表
現
は
「
ど
う
ぞ
」「
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
」。

上
記
回
答
例
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
場
面
に
お
い
て
は
、
⑽
「
手
伝
っ
て
下
さ

い
」、
⑾
「
食
べ
て
…
」、
⑿
「
食
べ
て
ち
ょ
う
だ
い
」
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
地

域
に
お
い
て
も
、
定
型
的
で
は
な
い
表
現
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的

で
あ
っ
た
。

以
上
よ
り
、
都
市
性
が
高
い
札
幌
市
に
お
い
て
は
、
近
所
同
士
の
付
き
合
い
が

希
薄
化
し
て
い
る
と
言
え
る
が
、
そ
れ
で
も
、
仕
事
相
手
や
他
地
域
か
ら
来
た
人

の
よ
う
な
「
ソ
ト
」
の
者
よ
り
は
、
近
所
の
人
を
身
近
な
人
物
と
し
て
捉
え
て
い

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
都
市
部
で
あ
る
札
幌
市
に
お
い
て
も
、

共
通
語
的
で
あ
る
定
型
表
現
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
は
言

え
、
そ
の
内
実
を
見
る
と
、
札
幌
市
で
は
⑽
「
手
伝
っ
て
下
さ
い
」
や
そ
の
他
「
食

べ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
、
丁
寧
体
の
表
現
が
や
や
目
立
っ
た
の
に
対
し
、
旭
川
市

や
音
威
子
府
村
・
中
川
町
・
美
深
町
・
南
富
良
野
町
で
は
、
⑾
「
食
べ
て
…
」
や

⑿
「
食
べ
て
ち
ょ
う
だ
い
」、
そ
の
他
「
あ
げ
る
」
な
ど
普
通
体
の
表
現
も
多
く

見
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
札
幌
市
に
お
い
て
、
改
ま
っ
た
ス
タ
イ
ル
が
用
い
ら
れ

る
の
に
対
し
、
旭
川
市
や
音
威
子
府
村
・
中
川
町
・
美
深
町
・
南
富
良
野
町
に
お

い
て
は
、く
だ
け
た
ス
タ
イ
ル
が
用
い
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
傾
向
は
、
都
市
部
よ
り
も
非
都
市
部
の
方
が
近
所
の
人
を
身
近
な
人
物

と
し
て
捉
え
て
い
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。

続
い
て
、
公
的
な
挨
拶
場
面
で
あ
る
⑪
他
地
域
か
ら
来
た
人
へ
の
自
己
紹
介

の
挨
拶
を
取
り
上
げ
た
い
。
こ
の
挨
拶
場
面
は
、
全
場
面
を
総
合
的
に
見
て
も
、

地
域
に
関
わ
ら
ず
最
も
定
型
表
現
が
目
立
っ
た
場
面
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
表

２
や
図
３
が
示
す
通
り
、
札
幌
市
と
旭
川
市
で
一
〇
〇
%
を
越
え
る
高
確
率
で
定

型
表
現
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
音
威
子
府
村
・
中
川
町
・
美
深
町
・
南
富
良
野
町

で
も
九
〇
%
以
上
と
い
う
高
い
割
合
で
あ
る
。
地
域
間
の
差
は
、
都
市
性
が
中
程

度
の
旭
川
市
、都
市
性
が
高
い
札
幌
市
、都
市
性
が
低
い
音
威
子
府
村
・
中
川
町
・

美
深
町
・
南
富
良
野
町
の
順
で
定
型
表
現
の
数
量
が
多
く
、
こ
れ
は
全
体
の
傾
向

と
も
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
。
よ
り
詳
細
に
見
る
と
、
旭
川
市
・
札
幌
市
の
両
市
と

音
威
子
府
村
・
中
川
町
・
美
深
町
・
南
富
良
野
町
の
間
の
差
が
や
や
開
い
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
で
は
、
上
記
挨
拶
場
面
に
お
け
る
、
各
地
域
の
具
体
的
な
回

答
例
を
以
下
に
示
し
た
い
。

⒀　

⑪　

他
地
域
か
ら
来
た
人
へ
の
自
己
紹
介
の
挨
拶
（
札
幌
市
）：

　
　

�「（
名
前
を
名
乗
り
）
こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　

ご
て
い
ね
い
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

⒁　

⑪　

他
地
域
か
ら
来
た
人
へ
の
自
己
紹
介
の
挨
拶
（
旭
川
市
）：

一
二



　
　

�「
ご
丁
寧
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
こ
ち
ら
の
名
前
を
云
っ
て
）
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　

�
北
海
道
は
四
季
が
は
っ
き
り
し
て
住
み
や
す
い
所
で
す
よ
。
落
着
き
ま
し

た
ら
ど
う
ぞ
お
待
ち
し
て
居
り
ま
す
。」

⒂　

⑪　

�

他
地
域
か
ら
来
た
人
へ
の
自
己
紹
介
の
挨
拶
（
音
威
子
府
村
・
中
川

町
・
美
深
町
・
南
富
良
野
町
）：

　
　

�「
〇
〇
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

※�

上
記
挨
拶
場
面
の
定
型
表
現
は
「（
相
手
の
挨
拶
に
対
し
）
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」「
○
○
で
す
（
名
乗
る
）」「
初
め
ま
し
て
」「
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」。

上
記
回
答
が
示
す
通
り
、
い
ず
れ
の
地
域
に
お
い
て
も
、
定
型
表
現
を
用
い
る

の
は
も
ち
ろ
ん
、「
〇
〇
で
す
（
名
前
を
名
乗
る
）」「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
い
っ
た
複
数
の
定
型
表
現
を
組
み
合
わ
せ
て
挨

拶
を
行
う
場
合
が
多
か
っ
た
。
た
だ
、そ
の
数
量
を
見
て
み
る
と
、音
威
子
府
村
・

中
川
町
・
美
深
町
・
南
富
良
野
町
で
は
、
⒂
で
「
〇
〇
で
す
」
お
よ
び
「
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
と
い
う
二
つ
の
定
型
表
現
の
み
を
用
い
て
い
る
の
に
対
し
、

札
幌
市
や
旭
川
市
で
は
、
⒀
お
よ
び
⒁
で
「（
名
前
を
名
乗
る
」、「
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
」、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う
三
つ
の
定
型
表
現
が
組

み
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
都
市
性
が
高
い
札
幌
市
や
中
程
度
の
旭

川
市
で
は
、
非
都
市
部
で
あ
る
音
威
子
府
村
・
中
川
町
・
美
深
町
・
南
富
良
野
町

以
上
に
多
く
の
定
型
表
現
を
組
み
合
わ
せ
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
が
、
地
域
間
の

差
に
つ
な
が
っ
た
と
言
え
る
。

札
幌
市
や
旭
川
市
と
い
っ
た
地
域
は
、
非
都
市
部
の
四
地
域
（
音
威
子
府
村
・

中
川
町
・
美
深
町
・
南
富
良
野
町
）
と
比
べ
、
都
市
的
な
性
格
が
強
い
地
域
で
あ

る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に
お
い
て
は
、
他
地
域
か
ら
の
人
の
流
入
が
盛

ん
で
あ
る
た
め
、
他
地
域
か
ら
来
た
人
に
対
し
、
自
己
紹
介
の
挨
拶
を
行
う
場
面

も
頻
繁
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
札
幌
市
や
旭
川
市
と
い
っ
た
都
市

的
な
性
格
が
強
い
地
域
の
話
者
は
、
他
地
域
か
ら
来
た
人
と
の
や
り
取
り
に
慣
れ

て
い
る
た
め
、
決
ま
り
き
っ
た
定
型
表
現
を
複
数
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
、
そ
れ
が

今
回
の
よ
う
な
定
型
表
現
の
多
さ
に
つ
な
が
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
一
方

で
、音
威
子
府
村
・
中
川
町
・
美
深
町
・
南
富
良
野
町
の
よ
う
な
非
都
市
部
で
は
、

他
地
域
か
ら
の
人
の
流
入
が
滅
多
に
無
い
た
め
、
そ
う
し
た
人
達
と
の
や
り
取
り

に
も
慣
れ
て
お
ら
ず
、
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
定
型
表
現
の
種
類
も
少
な
い
と
言
え

る
。
そ
れ
に
よ
り
、
他
地
域
か
ら
来
た
初
対
面
の
人
に
対
し
、
改
ま
っ
た
定
型
表

現
は
用
い
る
も
の
の
、そ
の
数
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

同
様
の
理
由
で
、
定
型
表
現
以
外
の
配
慮
表
現
も
あ
ま
り
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い

と
言
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
挨
拶
場
面
ご
と
に
多
少
の
差
は
見
ら
れ
た
も
の
の
、
い
ず
れ

の
地
域
に
お
い
て
も
「
ウ
チ
」
の
者
に
対
す
る
私
的
な
場
面
で
は
、「
定
型
化
」

の
程
度
が
低
い
挨
拶
が
多
く
見
ら
れ
、「
ソ
ト
」
の
者
に
対
す
る
公
的
な
場
面
で

は
、「
定
型
化
」
の
程
度
が
高
い
挨
拶
が
目
立
っ
た
。
こ
う
し
た
場
面
の
性
質
に

よ
っ
て
ス
タ
イ
ル
シ
フ
ト
を
行
う
と
い
う
傾
向
は
、
共
通
語
的
な
傾
向
で
あ
る
と

言
え
、
本
研
究
の
結
果
、
地
域
に
よ
り
多
少
の
差
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
お
お
む

ね
い
ず
れ
の
地
域
に
お
い
て
も
、
こ
の
共
通
語
的
な
変
化
が
相
当
進
行
し
て
い
る

こ
と
が
示
さ
れ
た
と
言
え
る
。

一
三

北
海
道
の
挨
拶
行
動
の
地
域
差

─
都
市
性
の
観
点
か
ら

─



五
、
ま
と
め
と
今
後
の
展
望

本
研
究
で
は
、
都
市
性
と
北
海
道
の
挨
拶
行
動
の
地
域
差
の
関
係
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
各
地
域
の
回
答
を
「
言
語

化
」「
定
型
化
」
と
い
う
小
林
・
澤
村
（
二
〇
〇
九
）
の
言
語
的
発
想
法
の
観
点

か
ら
分
析
し
た
。

ま
ず
、
言
語
的
発
想
法
の
観
点
か
ら
の
分
析
の
結
果
、「
定
型
化
」
に
つ
い
て

は
、
多
少
の
差
こ
そ
見
ら
れ
た
も
の
の
、
概
ね
都
市
性
の
違
い
に
関
わ
ら
ず
、
道

央
内
陸
部
の
い
ず
れ
の
地
域
で
も
定
型
表
現
が
浸
透
し
、「
定
型
化
」
が
進
ん
で

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
そ
れ
に
対
し
、「
言
語
化
」
に
つ
い

て
は
、
都
市
性
が
高
い
札
幌
市
ほ
ど
、
そ
の
傾
向
が
強
く
、
非
都
市
部
ほ
ど
「
言

語
化
」
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

以
上
よ
り
、「
言
語
化
」
に
つ
い
て
は
、
口
に
出
し
て
念
入
り
に
挨
拶
を
行
い
、

「
定
型
化
」
に
つ
い
て
は
、
定
型
表
現
を
用
い
る
と
い
っ
た
共
通
語
的
な
傾
向
が

い
ず
れ
も
都
市
性
が
高
い
札
幌
市
で
多
く
見
ら
れ
た
。
一
方
、
都
市
性
が
低
い
音

威
子
府
村
・
中
川
町
・
美
深
町
・
南
富
良
野
町
ほ
ど
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
は
低

か
っ
た
と
言
え
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
通
り
、こ
う
し
た
傾
向
の
背
景
に
は
、

都
市
部
と
非
都
市
部
の
社
会
構
造
や
そ
れ
に
伴
う
言
語
環
境
の
違
い
が
大
き
く
影

響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
仕
事
相
手
や
他
地
域
か
ら
来
た
人

な
ど
の
「
ソ
ト
」
の
者
と
日
頃
か
ら
や
り
取
り
す
る
機
会
の
多
い
都
市
部
の
札
幌

市
で
は
、
そ
う
し
た
人
達
と
良
好
な
人
間
関
係
を
築
く
た
め
に
、「
言
語
化
」
や

「
定
型
化
」
の
度
合
い
が
高
い
挨
拶
が
発
達
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
家
族
や
近
所
の
人
と
い
っ
た
「
ウ
チ
」
の
者
と
の
や
り
取
り
が
主
で
あ
る
音

威
子
府
村
・
中
川
町
・
美
深
町
・
南
富
良
野
町
の
よ
う
な
非
都
市
部
で
は
、
都
市

部
の
よ
う
な
仰
々
し
い
挨
拶
は
必
要
無
い
た
め
、
そ
の
逆
の
傾
向
で
あ
る
簡
素
な

挨
拶
が
発
達
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
本
稿
の
冒
頭
で
も
述
べ
た
通
り
、
種
々
の
先
行
研
究
に
よ
り
、
北
海

道
で
は
言
語
形
式
の
共
通
語
化
が
概
ね
完
了
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
の
分
析
の
結
果
、
言
語
行
動
の
観
点
に
お
い
て
も
、
共
通
語
的
な
変
化
が
相

当
進
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
た
だ
、
一
口
に
共
通
語
的

な
変
化
と
い
っ
て
も
、
そ
の
変
化
の
進
行
度
合
い
は
「
言
語
化
」
や
「
定
型
化
」

な
ど
観
点
の
違
い
に
よ
っ
て
異
な
る
と
言
え
る
。
今
後
は
、
こ
う
し
た
観
点
に
つ

い
て
、
個
別
に
取
り
上
げ
、
よ
り
詳
細
に
分
析
し
て
い
く
こ
と
で
、
北
海
道
の
言

語
行
動
の
特
徴
や
変
化
の
過
程
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
知
見
が
得
ら
れ
る
と
言
え

る
。
ま
た
、
研
究
に
お
い
て
は
、
開
拓
時
に
全
国
各
地
か
ら
の
移
住
者
が
移
り
住

ん
だ
北
海
道
内
陸
部
を
対
象
に
調
査
を
行
っ
た
が
、
今
後
は
、
東
北
か
ら
の
移
住

者
が
多
く
住
む
北
海
道
沿
岸
部
と
の
言
語
行
動
の
違
い
も
明
ら
か
に
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
道
内
各
地
域
の
文
化
的
発
展
の
背
景
な
ど
に
着
目
し
、
開
拓

時
の
移
住
元
の
地
域
と
言
語
行
動
の
関
係
に
つ
い
て
も
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
北

海
道
の
言
語
行
動
の
実
像
を
よ
り
詳
細
に
明
ら
か
に
で
き
る
と
言
え
る
。

文
献

朝
日
祥
之
（
二
〇
〇
八
）『
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
言
葉
の
形
成
過
程
に
関
す
る
社
会
言

語
学
的
研
究
』
ひ
つ
じ
書
房

石
垣
福
雄
（
一
九
七
六
）「
日
本
語
と
北
海
道
方
言
」
北
海
道
新
聞
社

一
四



井
上
史
雄
（
一
九
七
六
）「
道
南
浜
こ
と
ば
に
お
け
る
共
通
語
化
の
パ
タ
ー
ン
分

類
」『
北
海
道
大
学
人
文
科
学
論
集
』
一
三

小
野
米
一
（
一
九
七
八
）「
移
住
と
言
語
変
容
」
大
野
晋
・
柴
田
武
編
『
岩
波
講

座　

日
本
語
』
別
巻
「
日
本
語
研
究
の
周
辺
」
岩
波
書
店

小
野
米
一
（
一
九
九
七
）「
北
海
道
（
特
集�

日
本
の
方
言
と
言
語
行
動
）
―
（
各

地
の
方
言
生
活
の
特
色

―
具
体
例
を
挙
げ
つ
つ
」『
國
文
學
』
四
二

（
七
）

小
野
米
一
（
二
〇
〇
一
）「
移
住
と
言
語
変
容
」
大
野
晋
・
柴
田
武
編
『
岩
波
講

座　

日
本
語
』
別
巻
「
日
本
語
研
究
の
周
辺
」
岩
波
書
店

熊
谷
康
雄
・
江
川
清
・
杉
戸
清
樹
・
米
田
正
人
（
一
九
九
一
）「
H
─
八�

北
海
道

に
お
け
る
言
語
生
活
調
査
（
三
）：
近
所
づ
き
あ
い
・
あ
い
さ
つ
の
行

動
の
男
女
差
、
地
域
差
、
年
齢
差
」『
日
本
行
動
計
量
学
会
大
会
発
表

論
文
抄
録
集
』
一
九

国
立
国
語
研
究
所
（
一
九
六
五
）「
共
通
語
の
過
程
：
北
海
道
に
お
け
る
親
子
三

代
の
こ
と
ば
」『
国
立
国
語
研
究
所
報
告
』
二
七

国
立
国
語
研
究
所
（
一
九
九
〇
）「
北
海
道
に
お
け
る
共
通
語
使
用
意
識
：
富
良

野
・
札
幌
言
語
調
査
か
ら
」『
研
究
報
告
集
』
一
一

国
立
国
語
研
究
所
（
一
九
九
七
）「
北
海
道
に
お
け
る
共
通
語
化
と
言
語
生
活
の

実
態
：
中
間
報
告
」
国
立
国
語
研
究
所

小
林
隆
・
澤
村
美
幸
（
二
〇
〇
九
）「
言
語
的
発
想
法
の
地
域
差
と
社
会
的
背
景
」

『
東
北
大
学
文
学
研
究
科
研
究
年
報
』
五
九

椎
名
渉
子
・
小
林
隆
（
二
〇
一
七
）「
談
話
の
方
言
学
」
小
林
隆
ほ
か
『
方
言
学

の
未
来
を
ひ
ら
く

―
オ
ノ
マ
ト
ペ
・
感
動
詞
・
談
話
・
言
語
行
動

―
』
ひ
つ
じ
書
房

篠
崎
晃
一
・
小
林
隆
（
一
九
九
七
）「
買
物
に
お
け
る
挨
拶
行
動
の
地
域
差
と
世

代
差
」『
日
本
語
科
学
』
二

渋
谷
勝
己
（
一
九
九
一
）「
言
語
習
得
と
方
言
」
徳
川
宗
賢
・
真
田
真
治
（
編
）

『
新
方
言
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
世
界
思
想
社

杉
戸
清
樹
・
江
川
清
・
熊
谷
康
雄
・
米
田
正
人
（
一
九
九
一
）「
H
─
七�

北
海
道

に
お
け
る
言
語
生
活
調
査
（
二
）：
買
物
場
面
で
の
言
語
行
動
意
識
」

『
日
本
行
動
計
量
学
会
大
会
発
表
論
文
抄
録
集
』
一
九

田
中
章
夫
（
一
九
六
五
）「
近
代
語
成
立
過
程
に
み
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
分
析
的
傾

向
に
つ
い
て
」『
近
代
語
研
究
』
武
蔵
野
書
院

中
西
太
郎
（
二
〇
一
四
）「
柳
田
が
導
く
日
中
の
出
会
い
の
あ
い
さ
つ
表
現
研
究

の
可
能
性
」
小
林
隆
編
『
柳
田
方
言
学
の
現
代
的
意
義

―
あ
い
さ

つ
表
現
と
方
言
形
成
論

―
』
ひ
つ
じ
書
房

中
西
太
郎
（
二
〇
一
五
ａ
）「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
の
一
因
と
し

て
の
こ
と
ば
の
地
域
差
」『
応
用
言
語
学
研
究
』
一
七

中
西
太
郎
（
二
〇
一
五
ｂ
）「
言
語
行
動
の
地
理
的
・
社
会
的
研
究

―
言
語
行

動
学
的
研
究
と
し
て
の
あ
い
さ
つ
表
現
研
究
を
例
と
し
て

―
」『
方

言
の
研
究
』
一

中
西
太
郎
（
二
〇
一
七
）「
言
語
行
動
の
方
言
学
」
小
林
隆
ほ
か
『
方
言
学
の

未
来
を
ひ
ら
く

―
オ
ノ
マ
ト
ペ
・
感
動
詞
・
談
話
・
言
語
行
動

―
』
ひ
つ
じ
書
房

中
西
太
郎
（
二
〇
一
八
）「
あ
い
さ
つ
の
方
言
学
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」
小

林
隆
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
言
学
』
ひ
つ
じ
書
房

一
五

北
海
道
の
挨
拶
行
動
の
地
域
差

─
都
市
性
の
観
点
か
ら

─



中
西
太
郎
（
二
〇
一
九
）「
出
会
い
の
挨
拶
の
定
型
性
と
反
復
性
」
東
北
大
学
方

言
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
生
活
を
伝
え
る
方
言
会
話
［
資
料
編
・
分
析

編
］』
ひ
つ
じ
書
房

中
村
明
・
佐
久
間
ま
ゆ
み
・
高
﨑
み
ど
り
・
十
重
田
裕
一
・
半
沢
幹
一
・
宗
像
和

重
編
（
二
〇
一
一
）『
日
本
語
文
章
・
文
体
・
表
現
事
典
』
朝
倉
書
店

西
尾
純
二
（
二
〇
〇
九
）「
再
検
討
・
日
本
語
行
動
の
地
域
性
」『
言
語
』
三
八

（
四
）

北
海
道
方
言
研
究
会
（
一
九
七
八
）「
共
通
語
化
の
実
態

―
北
海
道
増
毛
町
に

お
け
る
三
地
点
全
数
調
査

―
」『
北
海
道
方
言
研
究
会
叢
書
』
一

北
海
道
方
言
研
究
会
（
一
九
八
〇
）「
松
前
の
こ
と
ば

―
北
海
道
松
前
町
に
お

け
る
共
通
語
化

―
」『
北
海
道
方
言
研
究
会
叢
書
』
二

一
六


